
琉球大学の先生方から
の講評

①英語発表が流暢で素晴
らしかった。（多くの先生方
が口をそろえて褒めてい
らっしゃいました！）

②外部者からの質問に慣
れてきた。どんな質問をし
ても、ちゃんと自分の言葉
で考えて答えられるように
なった

③口頭発表では、質疑応
答の時間は質問者が質問
しやすいスライド（考察や
結果）を表示した方が質問
しやすい。
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平成30年度 球陽高校SSH生徒研究発表会
が行われました！！

仮説が外れることなんてよくあることです。失敗するからこそ「なぜ」という疑問が生まれる。その原因を
探って再チャレンジすることで新しい扉が開くんです。失敗しなければ成功は手に入らないと断言しても
いい。 山中伸弥（ノーベル生理学・医学賞）

2月2日(土)に、平成30年度球陽高校SSH生徒研究発表会が球陽高校の体育館および武道場で行われました。今
回の研究発表会には、鈴木清史氏（日本科学技術振興機構SSH南地区担当主任調査員）、琉球大学から西田睦

氏（理事・副学長）、照屋俊明氏（教育学部・教授）、杉尾幸司氏（琉球大学大学院教育学研究科・教授）、古川雅英
氏（理学部・教授）、前野昌弘氏（理学部・准教授）、山城康一氏（教育学部・准教授）、また、沖縄県教育委員会から
島田純氏（教育庁県立学校教育課・普通教育班班長）、真壁慎治氏（教育庁県立学校教育課・指導主事）にお越し
頂きました。また、県内・県外の学校関係者にも多数お越し頂きました。
午前中には、本校ラボ室にてSSH概要説明会と、武道場にて2学年理数科による日本語と英語によるポスター発
表会が行われました。A4白黒版のポスターを配布し、実験に使用した模型等も掲示して発表を行いました。英語発

表は、英訳やスピーチの仕方を英語科の先生に放課後等を利用してご指導頂き、素晴らしい発表をすることができ
ました。
午後は、体育館でSSH記念講演として橋本幸士氏（大阪大学大学院理工学研究科教授）をお招きし、『宇宙を支配

する数式：素粒子物理学の最前線』を御講演頂きました。その後、物理分野、化学分野、生物分野、地学分野、数
学分野の各分野１グループによる、スライドを使用した口頭発表が日本語と英語で行われました。発表後、質疑応
答の時間がもたれましたが、どのグループもすべて冷静に答えることができ、素晴らしい発表会になりました。

全体的に褒めて頂きまし
た！！（＾▽＾）♪（特に英語

発表！）

２学年理数科の皆さん、よく
頑張りました！！

発表者の皆さん、お疲れ様
でした☆★

↑←上段２枚が武道場の
ポスター発表の様子、
下段３枚が体育館の口頭
発表の様子です（＾＾）♪


